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おり、暴力を行使する直接の行為者であるからだ。暴力を行使する主体 ― つまり軍人 ― の










 　　2 ― 1）作戦レベルにおける道徳的運 















 　最後に、「2 ― 2）戦闘レベルにおける道徳的運」は、戦闘を実際に行う現場指揮官たる下級将
校、また下士官ならびに兵士の行為、またそれがもたらす結果に関しての道徳的運が問題とな
る。例えば、指揮する部隊が敵対する武装勢力による奇襲を受け、壊滅の危機に陥った場合を























































































































































































































































































行為」 ― 最も悪い、最も道徳的非難に値する行為 ― を避け、防ぐためにこそ、軍事専門職
倫理教育はある。著者は、この考えが「実務家」と共有されているかどうかは分からないし、
喜んで受け入れられるものであるかも分からない。しかし、最低限の規準として「倫理的な最
悪を避ける」という軍事専門職倫理教育の目的と狙いは、リスクヘッジを志向する軍人のプロ
フェッショナリズムに相反するものではないと考える。軍人が戦場での悪事の隠蔽というス
テークに道徳的運を試すことがないことを、最低限の、しかし最も重要な目的の一つである「最
悪を避ける」ための方策として、今後において広く軍事専門職倫理教育が行われることが望ま
れる。これもまた、戦争や暴力がもたらす悪を少しでも「マシ」なものに、「より少ない悪」
を目指すための方法のひとつと考えられる。 
